
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大津市立晴嵐幼稚園   

 園長 岸本 光香 

大津市鳥居川町 15－22   

☎・FAX  537-1578 
Otsu2714@city.otsu.lg.jp 

新緑の美しい季節になりました。肌寒い日や夏のよう

な日など安定しない気候ではありますが、この季節なら

ではの遊びを大切にして保育しています。 

裏面もご覧ください 

晴嵐幼稚園だより 

地域版ＮＯ.２    

Ｒ８年５月 

<地域版〉 

3 つの「あ」 

あいさつのできる子ども 

あきらめない子ども（考える子ども） 

あいてのことも考えられる子ども 
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 スナップエンドウ豆の収穫 

雨が降ったあとの園庭は、水を含んでいて、絶好の 

泥遊びの機会です。とろとろの感触を存分に味わい、 

ぷよぷよした泥をすくいながら容器に入れたり、手で集めたりして触ってい

ます。先日は、大きな大きなミミズもいつの間にかやってきて、ミミズの動

きに関心を示し、雨上がりならではの遊びを楽しむことができました。 

また、柔らかい地面が掘りやすいことを感じると、小さなシャベルで水路

をつくり始め、水の流れる高低差に気付き、どうすれば流れていくのかを考

えながら、水路を伸ばしていく姿がみられました。そして、本園を知り尽く

した 5 歳児は、雨が降ってもさら粉があるところ（築山の木の下）を知って

いて、泥団子にさら粉を振りかけながら遊んでいます。 

自然や気候は子どもたちにとって遊びや生活の一部です。意図を込めた環

境に加え、偶発性が更に子どもたちの直接体験を豊かにしています。 

先日 5 歳児が電車に乗車し大津市科学館に出掛けました。切符を購入し、降車す

るまで自分で管理したり、電車のラッピングを楽しみにみんなで乗り込む嬉しさや、

車内でのルールの間で気持ちを調整したりして、公共交通機関を利用する貴重な経

験となりました。 

 幼稚園から一歩外に出ることは、社会の様々な出来事に触れることができます。

列になって歩く中で、車が側を通れば安全を意識して止まり、人に出会えば挨拶し、

目的地に到着するまでに数々の経験を重ねます。嬉しくて楽しい一日ですが、同時

に緊張感も味わった子どもたちは、帰りは安心感から言葉少ない車内の子どもたち

でした。 

昨年度に植えた野菜が、実り始め、収穫をとても楽しん

でいます。１０個ずつ獲ることになった子どもたちは、小

さな手にいくつも持って数えています。 

教師は数が分かりやすくなるように、豆の絵を１０個描

き、それに照らして数えられるようにしました。 

収穫の喜びと数を数える経験など、たくさんの学びを畑

から得ています。 

雨上がりの園庭はおもしろい 

公共交通機関を利用して 


